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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐
インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（１‐メ
チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチル
スルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドー
ル‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチ
ル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３
，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル
‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，
５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐
１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４
，５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）
アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐
フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５
‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メ
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チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、
５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル
‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスル
フェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐
［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
ブロミド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐メチル‐２‐
［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３
‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐
１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２
‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、
３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チア
ゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐
インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［（
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５
‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウ
ム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐
インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２
‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、
３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３
‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２
‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、
５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐メチル
‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
クロリド、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４‐ジメチル
‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，
５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チ
アゾリウム‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２
‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフ
ェート、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３
‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐
ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，
５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐
チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジ
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フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ
‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チ
アゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐
インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐メトキシ
‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チ
アゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、及び５‐メトキシ‐３‐メ
チル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウ
ム‐モノメチルスルフェートから選ばれたインドリルチアゾリウムアゾ染料の少なくとも
１種を含有することを特徴とするケラチン繊維の染色用薬剤。
【請求項２】
　前記インドリルチアゾリウムアゾ染料が、０．０１～１０重量％の量にて含有されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
　前記薬剤が、更に追加して少なくとも１種の別の直接染料を含有することを特徴とする
請求項１又は２に記載の薬剤。
【請求項４】
　前記の追加の直接染料が、０．０１～４重量％の総量にて含有されていることを特徴と
する請求項３に記載の薬剤。
【請求項５】
　前記薬剤が、更に追加して酸化染料前駆体を含有し、使用する前に酸化剤と混合される
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の薬剤。
【請求項６】
　前記薬剤が、３～１０のｐＨ値を有することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項
に記載の薬剤。
【請求項７】
　前記薬剤が、化粧剤において通常の天然ポリマー、合成ポリマー又は変性ポリマー天然
由来物を含有し、しかも、色調固定剤又は着色固定剤の形態であることを特徴とする請求
項１～４のいずれか１項に記載の薬剤。
【請求項８】
　前記薬剤が毛髪染色剤であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の薬
剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の対象は、インドリルチアゾリウムアゾ染料を含有した、ケラチン繊維（例えば
羊毛、毛皮及び毛髪）を染色するため薬剤である。
【背景技術】
【０００２】
　ケラチン繊維の色を変える処理については、一般的に２つの染色方法が用いられている
。第１の方法では、いわゆる酸化またはパーマネント染色剤を用いて、種々の顕色剤物質
とカップラー物質から成る混合物と酸化剤を使用して色が生じる。必要な場合には、染色
結果を完全なものとするために、あるいは特殊な染色効果を生じさせるために、いわゆる
直接（非酸化）染料を添加することができる。第２の方法は、もっぱら直接染料を使用す
るものであり、この染料は、適当なキャリヤー物質の中に入った状態で、上記繊維上に塗
布される。このような方法は、簡単に使用され、非常に温和であり、ケラチン繊維の損傷
がほとんどない点で優れている。この際に使用される直接染料については、多くの必要条
件が定められている。即ち、この染料は、毒物学的にも皮膚化学的にも危険でないもので
なければならず、しかも、所望の濃度で発色が起こるものでなければならず、これは、と
りわけ、充分な水溶解性であることが前提となる。更に、得られる色については、良好な
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光堅牢度、酸堅牢度及び摩擦堅牢度が必要とされる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　酸化染色に比べて直接染色の利点は、一般的に毛髪損傷が少ないことにあり、これは通
常、小さいｐＨ値（９以下）を有し、酸化剤を用いずに作用されるからである。酸化染色
剤における濃淡付け補助剤として、しばしば直接染料も添加される。ケラチン繊維用の直
接（非‐酸化性）染色剤については、一般に、異なる複数の非酸化染料の組み合わせが必
要である。というのは、ケラチン繊維用染色剤に添加可能な染料についての選択は制限さ
れ、このような染料についての必要性が今でもなお存続している。
【０００４】
　今ここに、特定のインドリルチアゾリウムアゾ染料が、濃い赤色～紫色までの色に着色
し、特に良好な光堅牢度と汗堅牢度を有していることが見出された。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　それゆえ、本発明の対象は、ケラチン繊維、特に人間の頭髪を染色するための薬剤であ
って、この薬剤は、少なくとも１種の下記の一般式（Ｉ）で表されるインドリルチアゾリ
ウムアゾ染料：
【０００６】
【化１】

【０００７】
〔上式にて、
Ｒ１は、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、ハロゲン原子（Ｆ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ）によって置換された（Ｃ１‐Ｃ１２）‐アルキル基、ヒドロキシ‐（Ｃ１－Ｃ１

２）‐アルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、アミノ
‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐
アルキル基、ジ‐（Ｃ１－Ｃ６）‐アルキルアミノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、シ
アノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、置換された又は置換されていないフェニル基又は
、置換された又は置換されていないベンジル基を示し、
Ｒ２及びＲ３は同じものであっても異なるものであっても良く、独立して互いに水素、ハ
ロゲン原子（Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ）、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、
（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルコキシ基、ニトロ基、アミノ基、（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキルア
ミノ基、ジ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキルアミノ基、（Ｃ１－Ｃ１２）‐ヒドロキシアル
キルアミノ基、ジ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐ヒドロキシアルキルアミノ基、置換された又は置
換されていないフェニル基又は、置換された又は置換されていないヘテロアリール基を示
し、
Ｒ４は、水素、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、ハロゲン原子（Ｆ、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｉ）によって置換された（Ｃ１‐Ｃ１２）‐アルキル基、ヒドロキシ‐（Ｃ１
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－Ｃ１２）‐アルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、
アミノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ‐（Ｃ１－Ｃ１

２）‐アルキル基、ジ‐（Ｃ１－Ｃ６）‐アルキルアミノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル
基、シアノ‐（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基、置換された又は置換されていないフェニル
基、置換された又は置換されていないベンジル基又は、置換された又は置換されていない
ヘテロアリール基を示し、
Ｒ５，Ｒ６，Ｒ７及びＲ８は同じものであっても異なるものであっても良く、独立して互
いに水素、ハロゲン原子（Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ）、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐
アルキル基、ヒドロキシ基、（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルコキシ基、ニトロ基、アミノ基、（
Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキルアミノ基又は、ジ（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキルアミノ基を示し
、しかも
Ａ－は、有機酸又は無機酸のアニオンである〕
を含有することを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　前記式（Ｉ）の化合物の中で好ましいものは、Ｒ１が、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１

２）‐アルキル基であり、しかも、Ｒ４が、水素、飽和又は不飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐
アルキル基、置換された又は置換されていないフェニル基であるものである。前記式（Ｉ
）の化合物で特に好ましいものは、Ｒ１が、飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基であり
、しかも、Ｒ４が、水素、飽和の（Ｃ１－Ｃ１２）‐アルキル基又は、置換されていない
フェニル基であるものである。
　Ａ－は、クロリド、ブロミド、ヨージド、ハイドロゲンスルフェート、スルフェート、
トルエンスルホネート、ベンゼンスルホネート、モノメチルスルフェート、ヘキサフルオ
ロホスフェート、ヘキサフルオロアンチモネート、テトラフルオロボレート、テトラフェ
ニルボレート、フォルミエート、アセテート又はプロピオネートであることが好ましく、
この際、クロリドイオン、ブロミドイオン及びモノメチルスルフェートイオンが特に好ま
しい。
【０００９】
　前記一般式（Ｉ）の適した化合物としては、例えば以下のものが挙げられる。
３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐イ
ンドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチ
ル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルス
ルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール
‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル
‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，
４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，５
‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４，
５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フ
ェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐
トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチ
ル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５
‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐
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２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフ
ェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［
（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブ
ロミド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ジエチルアミノ
‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ジエチルアミノ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ジ
エチルアミノ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３
‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐メチル‐２‐［（１‐メ
チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐ニトロ‐チアゾリウム
‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐５‐ニトロ‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル
‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐ニトロ‐チアゾリウム‐モ
ノメチルスルフェート、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３
，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾ
リウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐
ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）
アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐イ
ンドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐ト
リメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５
‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐
チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［
（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスル
フェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐メトキシ‐
３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウ
ム‐モノメチルスルフェート、５‐ジエチルアミノ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ジエチルアミノ
‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリ
ウム‐ブロミド、５‐ジエチルアミノ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐メチル‐５‐
ニトロ‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
クロリド、３‐メチル‐５‐ニトロ‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐５‐ニトロ‐２‐［（２‐フェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、２‐
［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐チ
アゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
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ル）アゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐ブロミド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフ
ェート、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３
，４‐ジメチル‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐
インドール‐３‐イル）アゾ］‐３，４‐ジメチル‐チアゾリウム‐ブロミド、２‐［（
１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３，４‐ジメチル‐
チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐イ
ンドール‐３‐イル）アゾ］‐３，５‐ジメチル‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１
‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３，５‐ジメチル‐チ
アゾリウム‐ブロミド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐３，５‐ジメチル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、２‐［（１‐
エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３，４，５‐トリメチル
‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３
‐イル）アゾ］‐３，４，５‐トリメチル‐チアゾリウム‐ブロミド、２‐［（１‐エチ
ル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３，４，５‐トリメチル‐チ
アゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロモ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐クロリド、
５‐ブロモ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐３‐メチル‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐モノメチルスル
フェート、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐
５‐メトキシ‐３‐メチル‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐メトキシ‐３‐メチル‐チアゾリウム‐
ブロミド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐
５‐メトキシ‐３‐メチル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ジエチルアミ
ノ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メ
チル‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ジエチルアミノ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐
ジエチルアミノ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐３‐メチル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、２‐［（１‐エチル‐２‐
フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐５‐ニトロ‐チアゾリウ
ム‐クロリド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐３‐メチル‐５‐ニトロ‐チアゾリウム‐ブロミド、２‐［（１‐エチル‐２‐フェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐メチル‐５‐ニトロ‐チアゾリウム‐
モノメチルスルフェート、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール
‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐
［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメ
チルスルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール
‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジ
フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐ジ
メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリ
ウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［
（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド
、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２
‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４
，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１
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Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブロ
モ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐
チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐
２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モ
ノメチルスルフェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル
‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
ブロミド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール
‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ジエチルアミノ‐３
‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾ
リウム‐クロリド、５‐ジエチルアミノ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ジエチルアミノ‐３
‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾ
リウム‐モノメチルスルフェート、３‐メチル‐５‐ニトロ‐２‐［（１，２‐ジフェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐５‐
ニトロ‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリ
ウム‐ブロミド、３‐メチル‐５‐ニトロ‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐エチル‐２‐［
（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ク
ロリド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐
１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐エ
チル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐４‐
メチル‐チアゾリウム‐クロリド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐４‐メチル‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル
‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐４‐メチ
ル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フ
ェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐メチル‐チアゾリウム‐クロリド、
３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐５‐メチル‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐メチル‐チアゾリウム‐モノメチルスル
フェート、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐４，５‐ジメチル‐チアゾリウム‐クロリド、３‐エチル‐２‐［（１‐エ
チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐４，５‐ジメチル‐チアゾ
リウム‐ブロミド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール
‐３‐イル）アゾ］‐４，５‐ジメチル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、
５‐ブロモ‐３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐
イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐エチル‐２‐［（１‐エチル
‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐
ブロモ‐３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐メトキシ‐チアゾリウム‐ク
ロリド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐５‐メトキシ‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル‐２‐［（１‐エチル‐
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐５‐メトキシ‐チアゾリウム‐モ
ノメチルスルフェート、３‐エチル‐５‐ジエチルアミノ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フ
ェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐エチル‐
５‐ジエチルアミノ‐２‐［（１‐エチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル‐５‐ジエチルアミノ‐２‐［（１‐エ
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チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチル
スルフェート、３‐エチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３
‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐エチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐エチル‐２
‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐モノメチルスルフェート、２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３
‐イル）アゾ］‐３‐プロピル‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐メチル‐２‐フ
ェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐プロピル‐チアゾリウム‐ブロミド
、２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐プロ
ピル‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３‐ヒドロキシエチル‐２‐［（１‐メ
チル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、
３‐ヒドロキシエチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐ヒドロキシエチル‐２‐［（１‐メチル‐２
‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェ
ート、２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐
（２‐プロペニル）‐チアゾリウム‐クロリド、２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐（２‐プロペニル）‐チアゾリウム‐ブロミド
及び、２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐３‐
（２‐プロペニル）‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート。
【００１０】
　前記式（Ｉ）の特に好ましい化合物は、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐
［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
ブロミド、３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐
メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド
、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、
３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）
アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル
‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリ
ウム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フ
ェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４，５‐
トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５
‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブ
ロモ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）
アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（
１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロ
リド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドー
ル‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（
１‐メチル‐２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノ
メチルスルフェート、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル
）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル
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‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，
４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリ
ウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ
‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジ
メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，５‐ジメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐トリ
メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
クロリド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（２‐フェニル
‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐
ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チ
アゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インド
ール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（
２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフ
ェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イ
ル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（２‐フェニ
ル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐メトキシ‐３
‐メチル‐２‐［（２‐フェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐モノメチルスルフェート、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドー
ル‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェ
ニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３‐メチル‐２
‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノ
メチルスルフェート、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドー
ル‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，４‐ジメチル‐２‐［（１，２‐
ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４‐
ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾ
リウム‐モノメチルスルフェート、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，５‐ジメチル‐２‐
［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミ
ド、３，５‐ジメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）ア
ゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，
２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、３，
４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ
］‐チアゾリウム‐ブロミド、３，４，５‐トリメチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐
１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェート、５‐ブ
ロモ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］
‐チアゾリウム‐クロリド、５‐ブロモ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐ブロミド、５‐ブロモ‐３‐メチル
‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐
モノメチルスルフェート、５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１
Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐クロリド、５‐メトキシ‐３‐メチ
ル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐インドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム
‐ブロミド、及び５‐メトキシ‐３‐メチル‐２‐［（１，２‐ジフェニル‐１Ｈ‐イン
ドール‐３‐イル）アゾ］‐チアゾリウム‐モノメチルスルフェートである。
【００１１】
　前記式（Ｉ）の化合物は、本発明の染色剤中に０．０１～１０重量％の量にて含有され
ることが好ましく、特に０．１～８重量％の量が好ましい。
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【００１２】
　本発明の前記染色剤は、前記式（Ｉ）の染料の他に、ニトロ染料、アゾ染料、アントラ
キノン染料及びトリフェニルメタン染料から成るグループより選ばれた更に別の公知の直
接染料を、単独で、あるいは互いの混合物にて含有することができ、このような染料は例
えば、１，４‐ビス［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン、１‐（
２‐ヒドロキシエチル）アミノ‐２‐ニトロ‐４‐［ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ
］‐ベンゼン（ＨＣブルーＮｏ．２）、１‐アミノ‐３‐メチル‐４‐［（２‐ヒドロキ
シエチル）アミノ］‐６‐ニトロベンゼン（ＨＣバイオレットＮｏ．１）、４‐［エチル
‐（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐１‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐
ニトロベンゼン‐ヒドロクロリド（ＨＣブルーＮｏ．１２）、４‐［ジ（２‐ヒドロキシ
エチル）アミノ］‐１‐［（２‐メトキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣ
ブルーＮｏ．１１）、１‐［（２，３‐ジヒドロキシ‐プロピル）アミノ］‐４‐［メチ
ル‐（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣブルーＮｏ．１０）
、１‐［（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ］‐４‐［エチル‐（２‐ヒドロキシ
エチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン‐ヒドロクロリド（ＨＣブルーＮｏ．９）、１‐
（３‐ヒドロキシプロピルアミノ）‐４‐［ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐
ニトロベンゼン、（ＨＣバイオレットＮｏ．２）、１‐メチルアミノ‐４‐［メチル‐（
２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣブルーＮｏ．６）
、２‐（（４‐アミノ‐２‐ニトロフェニル）アミノ）‐５‐ジメチルアミノ‐安息香酸
（ＨＣブルーＮｏ．１３）、１‐（２‐アミノ‐エチルアミノ）‐４‐［ジ（２‐ヒドロ
キシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン、４‐（ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ
）‐２‐ニトロ‐１‐フェニルアミノ‐ベンゼン、１‐アミノ‐４‐［（２‐ヒドロキシ
エチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッドＮｏ．７）、２‐アミノ‐４，６‐
ジニトロフェノール、１，４‐ジアミノ‐２‐ニトロベンゼン（ＣＩ７６０７０）、４‐
アミノ‐２‐ニトロ‐ジフェニルアミン（ＨＣレッドＮｏ．１）、１‐アミノ‐４‐［ジ
（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン‐ヒドロクロリド（ＨＣレッド
Ｎｏ．１３）、１‐アミノ‐５‐クロル‐４‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２
‐ニトロベンゼン、４‐アミノ‐１‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロ
ベンゼン（ＨＣレッドＮｏ．３）、４‐（（２‐ヒドロキシエチル）メチルアミノ）‐１
‐（メチルアミノ）‐２‐ニトロベンゼン、１‐アミノ‐４‐（（２，３‐ジヒドロキシ
プロピル）アミノ）‐５‐メチル‐２‐ニトロベンゼン、１‐アミノ‐４‐（メチルアミ
ノ）‐２‐ニトロベンゼン、４‐アミノ‐２‐ニトロ‐１‐（（プロプ‐２‐エン‐１‐
イル）アミノ〕ベンゼン、４‐アミノ‐３‐ニトロフェノール、４‐［（２‐ヒドロキシ
エチル）アミノ］‐３‐ニトロフェノール、４‐〔（２‐ニトロフェニル）アミノ〕フェ
ノール（ＨＣオレンジＮｏ．１）、１‐［（２‐アミノエチル）アミノ］‐４‐（２‐ヒ
ドロキシエトキシ）‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣオレンジＮｏ．２）、４‐（２，３‐ジ
ヒドロキシプロポキシ）‐１‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼ
ン、（ＨＣオレンジＮｏ．３）、１‐アミノ‐５‐クロル‐４‐［（２，３‐ジヒドロキ
シプロピル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッドＮｏ．１０）、５‐クロル‐１
，４‐［ジ（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（ＨＣレッ
ドＮｏ．１１）、２‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐４，６‐ジニトロフェノー
ル、４‐エチルアミノ‐３‐ニトロ安息香酸、２‐［（４‐アミノ‐２‐ニトロフェニル
）アミノ］‐安息香酸、２‐クロル‐６‐エチルアミノ‐４‐ニトロフェノール、２‐ア
ミノ‐６‐クロル‐４‐ニトロフェノール、４‐［（３‐ヒドロキシプロピル）アミノ］
‐３‐ニトロフェノール、２，５‐ジアミノ‐６‐ニトロピリジン、６‐アミノ‐３‐（
（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロピリジン、３‐アミノ‐６‐（（２‐ヒ
ドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロピリジン、３‐アミノ‐６‐（エチルアミノ）‐
２‐ニトロピリジン、３‐（（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐６‐（メチルアミノ）
‐２‐ニトロピリジン、３‐アミノ‐６‐（メチルアミノ）‐２‐ニトロピリジン、６‐
（エチルアミノ）‐３‐（（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐ニトロピリジン、１
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，２，３，４‐テトラヒドロ‐６‐ニトロキノキサリン、７‐アミノ‐３，４‐ジヒドロ
‐６‐ニトロ‐２Ｈ‐１，４‐ベンゾキサジン（ＨＣレッドＮｏ．１４）、１，２‐ジア
ミノ‐４‐ニトロベンゼン（ＣＩ７６０２０）、１‐アミノ‐２‐［（２‐ヒドロキシエ
チル）アミノ］‐５‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．５）、１‐（２‐ヒドロキシ
エトキシ）‐２‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐５‐ニトロベンゼン、（ＨＣイ
エローＮｏ．４）、１‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐２‐ニトロベンゼン（Ｈ
ＣイエローＮｏ．２）、２‐（ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐５‐ニトロベンゼ
ン、２‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐１‐メトキシ‐５‐ニトロベンゼン、２
‐アミノ‐３‐ニトロフェノール、１‐アミノ‐２‐メチル‐６‐ニトロベンゼン、
１‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐３‐メチルアミノ‐４‐ニトロベンゼン、２，３‐（
ジヒドロキシ‐プロポキシ）‐３‐メチルアミノ‐４‐ニトロベンゼン、２‐［（２‐ヒ
ドロキシエチル）アミノ］‐５‐ニトロフェノール（ＨＣイエローＮｏ．１１）、３‐［
（２‐アミノエチル）アミノ］‐１‐メトキシ‐４‐ニトロベンゼン‐ヒドロクロリド、
（ＨＣイエローＮｏ．９）、１‐［（２‐ウレイドエチル）アミノ］‐４‐ニトロベンゼ
ン、４‐［（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ］‐３‐ニトロ‐１‐トリフルオル
メチル‐ベンゼン、（ＨＣイエローＮｏ．６）、１‐クロル‐２， ４‐ビス［（２‐ヒ
ドロキシエチル）アミノ］‐５‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．１０）、１‐アミ
ノ‐４‐（（２‐アミノエチル）アミノ）‐５‐メチル‐２‐ニトロベンゼン、４‐［（
２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐３‐ニトロ‐１‐メチルベンゼン、１‐クロル‐４‐
［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐３‐ニトロベンゼン（ＨＣイエローＮｏ．１２）
、４‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐３‐ニトロ‐１‐トリフルオルメチルベン
ゼン、（ＨＣイエローＮｏ．１３）、４‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐３‐ニ
トロ‐ベンゾニトリル（ＨＣイエローＮｏ．１４）、４‐［（２‐ヒドロキシエチル）ア
ミノ］‐３‐ニトロ‐ベンズアミド（ＨＣイエローＮｏ．１５）、３‐（（２‐ヒドロキ
シエチル）アミノ）‐４‐メチル‐１‐ニトロベンゼン、４‐クロル‐３‐（（２‐ヒド
ロキシエチル）アミノ）‐１‐ニトロベンゼン、２， ４‐ジニトロ‐１‐ヒドロキシ‐
ナフタリン、１，４‐ジ［（２，３‐ジヒドロキシプロピル）アミノ］‐９，１０‐アン
トラキノン、１，４‐ジ［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐９，１０‐アントラキノ
ン（ＣＩ６１５４５，ディスパースブルー２３）、１‐［（２‐ヒドロキシエチル）アミ
ノ］‐４‐メチルアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６１５０５，ディスパースブ
ルーＮｏ．３）、２‐［（２‐アミノエチル）アミノ］‐９，１０‐アントラキノン（Ｈ
ＣオレンジＮｏ．５）、１‐アミノ‐４‐ヒドロキシ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ
６０７１０，ディスパースレッド１５）、１‐ヒドロキシ‐４‐［（４‐メチル‐２‐ス
ルホフェニル）アミノ］‐９，１０‐アントラキノン、７‐β‐Ｄ‐グルコピラノシル‐
９，１０‐ジヒドロ‐１‐メチル‐９，１０‐ジオキソ‐３，５，６，８‐テトラヒドロ
キシ‐２‐アントラセンカルボン酸（ＣＩ７５４７０、ナチュラルレッド４）、１‐［（
３‐アミノプロピル）アミノ］‐４‐メチルアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＨＣブ
ルーＮｏ．８）、１‐［（３‐アミノプロピル）アミノ］‐９，１０‐アントラキノン（
ＨＣレッドＮｏ．８）、１， ４‐ジアミノ‐２‐メトキシ‐９，１０‐アントラキノン
（ＣＩ６２０１５，ディスパースレッドＮｏ．１１，ソルベントバイオレットＮｏ．２６
）、１， ４‐ジヒドロキシ‐５，８‐ビス［（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐９，
１０‐アントラキノン（ＣＩ６２５００，ディスパースブルーＮｏ．７，ソルベントブル
ーＮｏ．６９）、１，４‐ジアミノ‐９，１０‐アントラキノン（ＣＩ６１１００、ディ
スパースバイオレットＮｏ．１）、１‐アミノ‐４‐（メチルアミノ）‐９，１０‐アン
トラキノン（ＣＩ６１１０５、ディスパースバイオレットＮｏ．４、ソルベントバイオレ
ットＮｏ．１２）、２‐ヒドロキシ‐３‐メトキシ‐１，４‐ナフトキノン、２，５‐ジ
ヒドロキシ‐１，４‐ナフトキノン、２‐ヒドロキシ‐３‐メチル‐１，４‐ナフトキノ
ン、Ｎ‐（６‐（（３‐クロロ‐４‐（メチルアミノ）フェニル）イミノ）‐４‐メチル
‐３‐オキソ‐１，４‐シクロヘキサジエン‐１‐イル）尿素（ＨＣレッドＮｏ．９）、
２‐（（４‐（ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）フェニル）アミノ）‐５‐（（２‐
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ヒドロキシエチル）アミノ）‐２，５‐シクロヘキサジエン‐１，４‐ジオン（ＨＣグリ
ーンＮｏ．１）、５‐ヒドロキシ‐１，４‐ナフトキノン（ＣＩ７５５００、ナチュラル
ブラウンＮｏ．７）、２‐ヒドロキシ‐１，４‐ナフトキノン（ＣＩ７５４８０、ナチュ
ラルオレンジＮｏ．６）、１，２‐ジヒドロ‐２‐（１，３‐ジヒドロ‐３‐オキソ‐２
Ｈ‐インドール‐２‐イリデン）‐３Ｈ‐インドール‐３‐オン（ＣＩ７３０００）、１
，３‐ビス‐（ジシアノメチレン）インダン、９‐（ジメチルアミノ）‐ベンゾ〔ａ〕フ
ェノキサンジン‐７‐イウム‐クロリド（ＣＩ５１１７５；ベーシックブルーＮｏ．６）
、ジ〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕〔４‐（エチルアミノ）ナフチル〕カルベニウ
ム‐クロリド（ＣＩ４２５９５；ベーシックブルーＮｏ．７）、ジ‐（４‐（ジメチルア
ミノ）フェニル）‐（４‐（メチルフェニルアミノ）‐ナフタリン‐１‐イル）カルベニ
ウム‐クロリド（ＣＩ４２５６３；ベーシックブルーＮｏ．８）、３，７‐ジ（ジメチル
アミノ）‐フェノチアジン‐５‐イウム‐クロリド（ＣＩ５２０１５；ベーシックブルー
Ｎｏ．９）、ジ［４‐（ジメチルアミノ）フェニル］［４‐（フェニルアミノ）ナフチル
］‐カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４４０４５；ベーシックブルーＮｏ．２６）、２‐［
（４‐（エチル（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）フェニル）アゾ］‐６‐メトキシ‐３
‐メチル‐ベンゾチアゾリウム‐メチルスルフェート（ＣＩ１１１５４；ベーシックブル
ーＮｏ．４１）、ベーシックブルーＮｏ．７７、８‐アミノ‐２‐ブロム‐５‐ヒドロキ
シ‐４‐イミノ‐６‐［（３‐（トリメチルアンモニオ）フェニル）アミノ］‐１（４Ｈ
）‐ナフタリノン‐クロリド（ＣＩ５６０５９；ベーシックブルーＮｏ．９９）、ビス［
４‐（ジメチルアミノ）フェニル］［４‐（メチルアミノ）フェニル］カルベニウム‐ク
ロリド（ＣＩ４２５３５；ベーシックバイオレットＮｏ．１）、トリ（４‐アミノ‐３‐
メチルフェニル）カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４２５２０；ベーシックバイオレットＮ
ｏ．２）、トリス［４‐（ジメチルアミノ）フェニル］カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４
２５５５；ベーシックバイオレットＮｏ．３）、２‐［３，６‐（ジエチルアミノ）‐ジ
ベンゾピラニウム‐９‐イル］‐安息香酸‐クロリド（ＣＩ４５１７０；ベーシックバイ
オレットＮｏ．１０）、ジ（４‐アミノフェニル）（４‐アミノ‐３‐メチルフェニル）
カルベニウム‐クロリド（ＣＩ４２５１０；ベーシックバイオレットＮｏ．１４）、
１，３‐ビス［（２，４‐ジアミノ‐５‐メチルフェニル）アゾ］‐３‐メチルベンゼン
（ＣＩ２１０１０；ベーシックブラウンＮｏ．４）、１‐［（４‐アミノフェニル）アゾ
］‐７‐（トリメチルアンモニオ）‐２‐ナフトール‐クロリド（ＣＩ１２２５０；ベー
シックブラウンＮｏ．１６）、３‐〔（４‐アミノ‐２，５‐ジメトキシフェニル）アゾ
〕‐Ｎ，Ｎ，Ｎ‐トリメチルベンゼンアミニウム‐クロリド（ＣＩ１１２６０５；ベーシ
ックオレンジＮｏ．６９）、１‐［（４‐アミノ‐２‐ニトロフェニル）アゾ］‐７‐（
トリメチルアンモニオ）‐２‐ナフトール‐クロリド（ベーシックブラウンＮｏ．１７）
、１‐〔（４‐アミノ‐３‐ニトロフェニル）アゾ〕‐７‐（トリメチルアンモニオ）‐
２‐ナフトール‐クロリド（ＣＩ１２２５１；ベーシックブラウンＮｏ．１７）、２‐（
（４‐アミノフェニル）アゾ）‐１，３‐ジメチル‐１Ｈ‐イミダゾール‐３‐イウム‐
クロリド（ベーシックオレンジＮｏ．３１）、３，７‐ジアミノ‐２，８‐ジメチル‐５
‐フェニル‐フェナジニウム‐クロリド（ＣＩ５０２４０；ベーシックレッドＮｏ．２）
、１，４‐ジメチル‐５‐［（４‐（ジメチルアミノ）フェニル）アゾ］‐１，２，４‐
トリアゾリウム‐クロリド（ＣＩ１１０５５；ベーシックレッドＮｏ．２２）、１，３‐
ジメチル‐２‐（（４‐ジメチルアミノ）フェニル）アゾ‐１Ｈ‐イミダゾール‐３‐イ
ウム‐クロリド（ベーシックレッドＮｏ．５１）、２‐ヒドロキシ‐１‐［（２‐メトキ
シフェニル）アゾ］‐７‐（トリメチルアンモニオ）‐ナフタリン‐クロリド（ＣＩ１２
２４５；ベーシックレッドＮｏ．７６）、２‐［２‐（（２， ４‐ジメトキシ‐フェニ
ル）アミノ）エテニル］‐１，３，３‐トリメチル‐３Ｈ‐インドール‐１‐イウム‐ク
ロリド（ＣＩ４８０５５；ベーシックイエローＮｏ．１１）、３‐メチル‐１‐フェニル
‐４‐［（３‐（トリメチルアンモニオ）フェニル）アゾ］‐ピラゾール‐５‐オン‐ク
ロリド（ＣＩ１２７１９；ベーシックイエローＮｏ．５７）、ジ［４‐（ジメチルアミノ
）フェニル］イミノメタン‐ヒドロクロリド（ＣＩ４１０００；ベーシックイエローＮｏ
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．２）、１‐メチル‐４‐（（メチル‐フェニルヒドラゾノ）メチル）‐ピリジニウム‐
メチルスルフェート（ベーシックイエローＮｏ．８７）、ビス［４‐（ジエチルアミノ）
フェニル］フェニルカルベニウム‐ヒドロゲンスルフェート（１：１）（ＣＩ４２０４０
；ベーシックグリーンＮｏ．１）、ジ（４‐（ジメチルアミノ）フェニル）‐フェニルメ
タノール（ＣＩ４２０００；ベーシックグリーンＮｏ．４）、１‐（２‐モルフォリニウ
ムプロピルアミノ）‐４‐ヒドロキシ‐９，１０‐アントラキノン‐メチルスルフェート
、１‐［（３‐（ジメチル‐プロピルアミニウム）プロピル）アミノ］‐４‐（メチルア
ミノ）‐９，１０‐アントラキノン‐クロリド、１‐［ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミ
ノ］‐３‐メチル‐４‐［（４‐ニトロフェニル）アゾ］‐ベンゼン（ＣＩ１１２１０，
ディスパースレッドＮｏ．１７）、１‐〔ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ〕‐４‐〔
（４‐ニトロフェニル）アゾ〕‐ベンゼン、（ディスパースブラックＮｏ．９）、４‐［
（４‐アミノフェニル）アゾ］‐１‐［ジ（２‐ヒドロキシエチル）アミノ］‐３‐メチ
ルベンゼン、（ＨＣイエローＮｏ．７）、２，６‐ジアミノ‐３‐［（ピリジン‐３‐イ
ル）アゾ］‐ピリジン、２‐（（４‐（アセチルアミノ）フェニル）アゾ）‐４‐メチル
フェノール（ＣＩ１１８５５，ディスパースイエローＮｏ．３）、２‐（（４‐（エチル
（２‐ヒドロキシエチル）アミノ）‐２‐メチルフェニル）アゾ）‐５‐ニトロ‐１，３
‐チアゾール（ＣＩ１１１９３５；ディスパースブルーＮｏ．１０６）、６‐ヒドロキシ
‐５‐［（４‐スルホフェニル）アゾ］‐２‐ナフタリンスルホン酸‐ジナトリウム塩（
ＣＩ１５９８５；フードイエローＮｏ．３；ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６）、２，４‐ジニ
トロ‐１‐ナフトール‐７‐スルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１０３１６；アシッドイ
エローＮｏ．１；フードイエローＮｏ．１）、２‐（インダン‐１，３‐ジオン‐２‐イ
ル）キノリン‐ｘ，ｘ‐スルホン酸（モノスルホン酸とジスルホン酸の混合物）（ＣＩ４
７００５；Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０；フードイエローＮｏ．１３；アシッドイエローＮ
ｏ．３）、５‐ヒドロキシ‐１‐（４‐スルホフェニル）‐４‐〔（４‐スルホフェニル
）アゾ〕ピラゾール‐３‐カルボン酸‐トリナトリウム塩（ＣＩ１９１４０；フードイエ
ローＮｏ．４；アシッドイエローＮｏ．２３） 、９‐（２‐カルボキシフェニル）‐６
‐ヒドロキシ‐３Ｈ‐キサンテン‐３‐オン（ＣＩ４５３５０；アシッドイエローＮｏ．
７３；Ｄ＆ＣイエローＮｏ．８）、４‐（（４‐アミノ‐３‐スルホフェニル）アゾ）ベ
ンゼンスルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１３０１５、アシッドイエローＮｏ．９） 、
５‐［（２，４‐ジニトロフェニル）アミノ］‐２‐フェニルアミノ‐ベンゼンスルホン
酸‐ナトリウム塩（ＣＩ１０３８５；アシッドオレンジＮｏ．３）、４‐［（２，４‐ジ
ヒドロキシフェニル）アゾ］‐ベンゼンスルホン酸‐モノナトリウム塩（ＣＩ１４２７０
；アシッドオレンジＮｏ．６）、４‐［（２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）アゾ］‐ベ
ンゼンスルホン酸‐ナトリウム塩（ＣＩ１５５１０；アシッドオレンジＮｏ．７）、４‐
（（２‐ヒドロキシ‐ナフタリン‐１‐イル）アゾ）‐３‐メチル‐ベンゼンスルホン酸
‐ナトリウム塩（ＣＩ１５５７５；アシッドオレンジＮｏ．８）、４‐［（２，４‐ジヒ
ドロキシ‐３‐［（２，４‐ジメチルフェニル）アゾ］フェニル）アゾ］‐ベンゼンスル
ホン酸‐ナトリウム塩（ＣＩ２０１７０；アシッドオレンジＮｏ．２４）、３’，６’‐
ジヒドロキシ‐４’，５’‐ジイオドスピロ‐（イソベンゾフラン‐１（３Ｈ）‐９’‐
（９Ｈ）‐キサンテン〕‐３‐オン（ＣＩ４５４２５；Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１０）、４
‐ヒドロキシ‐３‐〔（４‐スルホナフト‐１‐イル）アゾ〕‐１‐ナフタリン‐スルホ
ン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１４７２０；アシッドレッドＮｏ．１４）、４‐ヒドロキシ
‐３‐〔（２‐メトキシ‐フェニル）アゾ〕‐１‐ナフタリンスルホン酸‐モノナトリウ
ム塩（ＣＩ１４７１０；アシッドレッドＮｏ．４）、６‐ヒドロキシ‐５‐〔（４‐スル
ホナフト‐１‐イル）アゾ〕‐２，４‐ナフタリン‐ジスルホン酸‐トリナトリウム塩（
ＣＩ１６２５５；ポンソウ４Ｒ；アシッドレッドＮｏ．１８）、３‐ヒドロキシ‐４‐［
（４‐スルホナフト‐１‐イル）アゾ〕‐２，７‐ナフタリン‐ジスルホン酸‐トリナト
リウム塩（ＣＩ１６１８５；アシッドレッドＮｏ．２７）、８‐アミノ‐１‐ヒドロキシ
‐２‐（フェニルアゾ）‐３， ６‐ナフタリンジスルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１
７２００；アシッドレッドＮｏ．３３）、５‐（アセチルアミノ）‐４‐ヒドロキシ‐３
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‐［（２‐メチルフェニル）アゾ〕‐２， ７‐ナフタリン‐ジスルホン酸‐ジナトリウ
ム塩（ＣＩ１８０６５；アシッドレッドＮｏ．３５）、２‐（３‐ヒドロキシ‐２，４，
５，７‐テトラヨード‐ジベンゾピラン‐６‐オン‐９‐イル）‐安息香酸‐ジナトリウ
ム塩（ＣＩ４５４３０；アシッドレッドＮｏ．５１）、Ｎ‐［６‐（ジエチルアミノ）‐
９‐（２，４‐ジスルホフェニル）‐３Ｈ‐キサンテン‐３‐イリデン］‐Ｎ‐エチルエ
タンアンモニウム‐ヒドロキシド，分子内塩，ナトリウム塩（ＣＩ４５１００；アシッド
レッドＮｏ．５２）、８‐［（４‐（フェニルアゾ）‐フェニル）アゾ〕‐７‐ナフトー
ル‐１，３‐ジスルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ２７２９０；アシッドレッドＮｏ．７
３）、２’，４’，５’，７’‐テトラブロム‐３’，６’‐ジヒドロキシスピロ‐〔イ
ソベンゾフラン‐１（３Ｈ），９’‐〔９Ｈ〕キサンテン〕‐３‐オン‐ジナトリウム塩
（ＣＩ４５３８０；アシッドレッドＮｏ．８７）、
２’，４’，５’，７’‐テトラブロム‐４，５，６，７‐テトラクロル‐３’，６’‐
ジヒドロキシスピロ〔イソベンゾフラン‐１（３Ｈ），９’〔９Ｈ〕キサンテン〕‐３‐
オン‐ジナトリウム塩（ＣＩ４５４１０；アシッドレッドＮｏ．９２）、３’，６’‐ジ
ヒドロキシ‐４’，５’‐ジイオドスピロ‐［イソベンゾフラン‐１（３Ｈ）， ９’（
９Ｈ）‐キサンテン〕‐３‐オン‐ジナトリウム塩（ＣＩ４５４２５；アシッドレッドＮ
ｏ．９５）、２‐ヒドロキシ‐３‐（（２‐ヒドロキシ‐ナフト‐１‐イル）アゾ）‐５
‐ニトロベンゼンスルホン酸‐モノナトリウム塩（ＣＩ１５６８５；アシッドレッドＮｏ
．１８４）、（２‐スルホフェニル）ジ〔４‐（エチル（（４‐スルホフェニル）メチル
）アミノ）フェニル］‐カルベニウム‐ジナトリウム塩，ベタイン（ＣＩ４２０９０；ア
シッドブルーＮｏ．９；ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１）、３‐ヒドロキシ‐４‐（（４‐メチ
ル‐２‐スルホフェニル）アゾ）‐２‐ナフタリンカルボン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１
５８５０；Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６）、６‐ヒドロキシ‐５‐（（２‐メトキシ‐５‐メチ
ル‐４‐スルホフェニル）アゾ）‐２‐ナフタリンスルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１
６０３５；ＦＤ＆Ｃレッド４０）、１，４‐ビス［（２‐スルホ‐４‐メチルフェニル）
アミノ）］‐９，１０‐アントラキノン‐ジナトリウム塩（ＣＩ６１５７０；アシッドグ
リーンＮｏ．２５）、ビス〔４‐（ジメチルアミノ）フェニル〕‐（３，７‐ジスルホ‐
２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）カルベニウム‐分子内塩，モノナトリウム塩（ＣＩ４
４０９０；フードグリーンＮｏ．４；アシッドグリーンＮｏ．５０）、ビス〔４‐（ジエ
チルアミノ）フェニル〕（２， ４‐ジスルホフェニル）カルベニウム‐分子内塩，ナト
リウム塩（２：１）（ＣＩ４２０４５；フードブルーＮｏ．３；アシッドブルーＮｏ．１
）、ビス〔４‐（ジエチルアミノ）フェニル〕（５‐ヒドロキシ‐２， ４‐ジスルホフ
ェニル）カルベニウム‐分子内塩，カルシウム塩（２：１）（ＣＩ４２０５１；アシッド
ブルーＮｏ．３）、１‐アミノ‐４‐（シクロヘキシルアミノ）‐９，１０‐アントラキ
ノン‐２‐スルホン酸‐ナトリウム塩（ＣＩ６２０４５；アシッドブルーＮｏ．６２）、
３，３‐ビス（３，５‐ジブロモ‐４‐ヒドロキシフェニル）‐４，５，６，７‐テトラ
ブロモ‐２，１（３ｈ）‐ベンゾキサチオール‐１，１‐ジオキシド、１‐アミノ‐４‐
（フェニルアミノ）‐９，１０‐アントラキノン‐２‐スルホン酸（ＣＩ６２０５５；ア
シッドブルーＮｏ．２５）、２‐（１，３‐ジヒドロ‐３‐オクソ‐５‐スルホ‐２Ｈ‐
インドール‐２‐イリデン）‐２， ３‐ジヒドロ‐３‐オクソ‐１Ｈ‐インドール‐５
‐スルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ７３０１５；アシッドブルーＮｏ．７４）、９‐（
２‐カルボキシフェニル）‐３‐［（２‐メチルフェニル）アミノ］‐６‐［（２‐メチ
ル‐４‐スルホフェニル）アミノ〕キサンチリウム‐分子内塩，モノナトリウム塩（ＣＩ
４５１９０；アシッドバイオレットＮｏ．９）、１‐ヒドロキシ‐４‐［（４‐メチル‐
２‐スルホフェニル）アミノ］‐９，１０‐アントラキノン‐ナトリウム塩（ＣＩ６０７
３０；Ｄ＆ＣバイオレットＮｏ．２；アシッドバイオレットＮｏ．４３）、ビス〔３‐ニ
トロ‐４‐［（４‐フェニルアミノ）‐３‐スルホフェニルアミノ］‐フェニル〕‐スル
ホン（ＣＩ１０４１０；アシッドブラウンＮｏ．１３）、５‐アミノ‐４‐ヒドロキシ‐
６‐［（４‐ニトロフェニル）アゾ］‐３‐（フェニルアゾ）‐２，７‐ナフタリンジス
ルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ２０４７０；アシッドブラックＮｏ．１）、３‐ヒドロ
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キシ‐４‐［（２‐ヒドロキシナフト‐１‐イル）アゾ］‐７‐ニトロ‐１‐ナフタリン
スルホン酸‐クロム錯体（３：２）（ＣＩ１５７１１；アシッドブラックＮｏ．５２）、
３‐［（２，４‐ジメチル‐５‐スルホフェニル）アゾ］‐４‐ヒドロキシ‐１‐ナフタ
リン‐スルホン酸‐ジナトリウム塩（ＣＩ１４７００；フードレッドＮｏ．１；ポンソウ
ＳＸ；ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４）、４‐（アセチルアミド）‐５‐ヒドロキシ‐６‐［（
７‐スルホ‐４‐［（４‐スルホフェニル）アゾ］ナフト‐１‐イル）アゾ］‐１，７‐
ナフタリンジスルホン酸‐テトラナトリウム塩（ＣＩ２８４４０；フードブラックＮｏ．
１）および３‐ヒドロキシ‐４‐（３‐メチル‐５‐オクソ‐１‐フェニル‐４，５‐ジ
ヒドロ‐１Ｈ‐ピラゾール‐４‐イルアゾ）‐ナフタリン‐１‐スルホン酸ナトリウム塩
、クロム錯体（アシッドレッドＮｏ．１９５）が挙げられる。
【００１３】
　上記の直接染料は、約０．０１～４重量％の総量で含有させることができ、この際、本
発明の染色剤中の染料の総含有量は、約０．０１～１０重量％であることが好ましく、０
．１～８重量％であることが特に好ましい。
【００１４】
　もちろん、本発明の染色剤には、酸化染料前駆体（顕色物質及びカップラー物質）、例
えばｏ，ｐ，ｍ‐フェニレンジアミン、ｏ，ｐ，ｍ‐アミノフェノール、ジフェノール又
は４，５‐ジアミノ‐ピラゾール、並びに適当な酸化剤（特に過酸化水素及びその付加物
）が添加されても良い。
【００１５】
　このようにして添加される顕色物質及びカップラー物質は、前記染色剤中にそれぞれ、
約０．０１～２０重量％の総量で含有させることができ、好ましくは約０．１～１０重量
％、特に好ましくは０．１～５重量％の総量で含有させることができる。
【００１６】
　本発明の染色剤の調合形態は、例えば溶液（特に水性又は水‐アルコール性溶液）、ク
リーム、ゲル、界面活性剤を含有する泡状溶液（シャンプー、アエロゾル）、エマルジョ
ン又は、毛髪に適用するのに適した他の水含有キャリヤーであって良い。同様に、本発明
の染色剤は、ペレット、粒状物又は粉末の形態であっても良く、これらは、使用する前に
水性調合物（例えば水又は水性の酸化剤調合物）に溶解される。
　このような薬剤の調合とは、このような調合において一般的な添加剤と、上記染料成分
との混合を意味している。
【００１７】
　溶液、クリーム、エマルジョン又はゲルにおける一般的な添加剤としては、例えば下記
の溶剤であり、例えば水、低級脂肪族性の１価又は多価アルコール、そのエステル及びエ
ーテル、例えば特に１～４個の炭素原子を有するアルカノール（例えばエタノール、プロ
パノール又はイソプロパノール、ブタノール、イソブタノールなど）、２価及び３価のア
ルコールで、特に２～６個の炭素原子を有するもの（例えばエチレングリコール、プロピ
レングリコール、１，３‐プロパンジオール、１，４‐ブタンジオール、１，５‐ペンタ
ンジオール、１，６‐ヘキサンジオール、１，２，６‐ヘキサントリオール、グリセリン
、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリアルキレングリコール（例えば
トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、トリプロピレングリコール、ポリプ
ロピレングリコールなど）、多価アルコールの低級アルキルエーテル（例えばエチレング
リコールモノメチルエーテル又はエチレングリコールモノエチルエーテル又はエチレング
リコールモノプロピルエーテル又はエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル又はジエチレングリコールモノエチルエーテル又はトリエ
チレングリコールモノメチルエーテル又はトリエチレングリコールモノエチルエーテルな
ど）、ケトン及びケトアルコールで、特に３～７個の炭素原子を有するもの（例えばアセ
トン、メチルエチルケトン、ジエチルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルフェニル
ケトン、シクロペンタノン、シクロヘキサノン及びジアセトンアルコールなど）、エーテ
ル（例えばジブチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、ジイソプロピルエーテ
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ルなど）、エステル（例えば蟻酸エチル、蟻酸メチル、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プ
ロピル、酢酸ブチル、酢酸フェニル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
及び酢酸ヒドロキシエチルエステルなど）、アミド（例えばジメチルホルムアミド及びジ
メチルアセトアミドなど）、Ｎ‐メチルピロリドン、並びに尿素、テトラメチル尿素及び
チオグリコールなどである。
【００１８】
　更に、本発明の毛髪染色剤中には、アニオン性、カチオン性、両性、非イオン性又は混
種イオン性(zwitterionischen)界面活性物質の種族からの湿潤剤または乳化剤（例えば脂
肪アルコールスルフェート、オキシエチル化脂肪アルコールスルフェート、アルキルスル
ホネート、アルキルベンゼンスルホネート、α‐オレフィンスルホネート、アルキルトリ
メチルアンモニウム塩、アルキルベタイン、オキシエチル化脂肪アルコール、オキシエチ
ル化ノニルフェノール、脂肪酸アルカノールアミド、オキシエチル化脂肪酸エステル、脂
肪アルコールポリグリコールエーテルスルフェート、アルキルポリグルコシドなど）、増
粘剤（例えば高級脂肪アルコール、澱粉、セルロース誘導体、ワセリン、パラフィンオイ
ル、脂肪酸、及び乳化形態である他の脂肪成分など）、水溶性のポリマー増粘剤（例えば
天然ゴム、グアガム、キサンタンガム、いなごまめの最上の麦粉(Johannisbrotkernmehl)
、ペクチン、デキストラン、寒天、アミローゼ、アミロペクチン、デキストリン、粘土又
は完全合成ヒドロコロイド（ポリビニルアルコールなど））、並びに、この他の手入れ物
質（例えばラノリン誘導体、コレステリン、パントテンサン酸、水溶性のカチオン性ポリ
マー、プロテイン誘導体、プロビタミン、ビタミン、植物抽出物、糖及びベタインなど）
、助剤（例えば湿潤維持剤(Feuchthaltemittel) 、電解質、酸化防止剤、脂肪アミド、金
属イオン封鎖剤、膜形成性試薬及び防腐剤など）が含有されても良い。水の他に、水溶性
の有機溶剤又はこれら溶剤の混合物、並びに水／溶剤混合物を使用することもできる。
　ここに挙げられている成分は、その目的において一般的な量で使用され、例えば、湿潤
剤および乳化剤は約０．１～３０重量％の濃度で、増粘剤は約０．１～３０重量％の量で
、手入れ物質(Pflegestoffe)は約０．１～５重量％の量で使用される。
【００１９】
　前記の本発明の染色剤は、約３～１１のｐＨ値、好ましくは約３～１０のｐＨ値を有す
る。上記の本発明のｐＨ値に調整するには、有機の酸又は塩基だけでなく、無機の酸又は
塩基も適している。適した酸としては、特に以下の酸が挙げられる。α‐ヒドロキシカル
ボン酸、例えばグリコール酸、乳酸、酒石酸、クエン酸又はリンゴ酸、アスコルビン酸、
グルコン酸ラクトン、酢酸、塩酸又はリン酸、並びにこれらの酸の混合物。適した塩基と
しては、特に炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素カリウム、
リン酸ナトリウム、硼砂（Ｎａ２Ｂ４Ｏ７×１０Ｈ２Ｏ）、リン酸水素二ナトリウム、水
酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア及び、他の有機アミン、例えばモノエタノ
ールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ‐メチル‐Ｎ‐エタノール
アミン、Ｎ‐メチル‐Ｎ，Ｎ‐ジエタノールアミン、２‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐
エタノールアミン、ジ‐２‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐エタンアミン、及びトリ‐２
‐（２‐ヒドロキシエトキシ）‐エタンアミンなどが挙げられる。アルカリ性のｐＨへの
調整は、アンモニア及び／又はモノエタノールアミンを用いて行うことが好ましい。
【００２０】
　前記の本発明の染色剤の使用は、一般的には、毛髪を染色するのに充分な量（毛髪の長
さに応じて約３０～１２０ｇ）の毛髪染色剤を毛髪上に塗布し、この毛髪染色剤を約１５
～５０℃、好ましくは３０～４０℃で、約１～６０分間、好ましくは５～３０分間作用さ
せ、引き続き、この毛髪を水で充分に濯ぎ、場合によってはシャンプーを用いて洗浄し、
続いて乾燥させることにより行う。
【００２１】
　更に、前記の染色剤は、化粧剤において通常の天然又は合成のポリマー及び変性ポリマ
ー天然由来物を含有しても良く、これによって、染色と同時に毛髪の固定化が達成される
。このような薬剤は、一般的に色調固定剤(Toenungsfestiger)又は着色固定剤(Farbfesti
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【００２２】
　化粧品において、このような目的のために知られている合成ポリマーに関しては、例え
ばポリビニルピロリドン、ポリビニルアセテート、ポリビニルアルコール又はポリアクリ
ル化合物（ポリアクリル酸又はポリメタクリル酸など）、ポリアクリル酸とポリメタクリ
ル酸とアミノアルコール類のエステルである塩基性重合体、例えばその塩又は第四級化生
成物、ポリアクリロニトリル、ポリビニルアセテート並びに、このような化合物から成る
共重合体類、例えばポリビニルピロリドン‐ビニルアセテートなどが挙げられる。一方、
天然ポリマー又は変性天然ポリマーとしては、例えばキトサン（脱アセチル化キチン）又
はキトサン誘導体を添加することができる。
【００２３】
　上述のポリマー類は、前記の本発明の染色剤中に、このような薬剤において通常の量、
特に約１～５重量％の量にて含有することができる。本発明の色調固定剤又は着色固定剤
のｐＨ値は、約４～１０であることが好ましい。
【００２４】
　更に追加して固定化を伴う上記毛髪染色剤の使用は、これまでに知られている通常の方
法にて、毛髪を固定化剤で濡らし、調髪のために毛髪を固定（セット）し、引き続いて乾
燥させることにより行う。
【００２５】
　本発明の染色剤は、特に良好な光堅牢度及び汗耐久性を有した、著しく優れた均一で、
色の濃い、非常に耐久性のある赤色～紫色のケラチン繊維（例えば人間の頭髪、羊毛又は
毛皮）の染色を達成する。
【００２６】
　前記式（Ｉ）の染料は、部分的には公知である。これらは、公知の製造方法（例えば、
２‐アミノチアゾール誘導体とインドール誘導体とのアゾカップリングと、その後に行わ
れる第四級化を経る方法）と同様にして製造することができる。
【００２７】
　以下の実施例は、本発明の対象を更に詳しく説明するためのものであって、本発明はこ
れらに限定されるものではない。
【実施例】
【００２８】
染色例１～９
　表１に記載される前記式（Ｉ）の化合物　　２．５ミリモル
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　１２．５ｇ
　セチルトリメチルアンモニウムクロリド　　１０．０ｇ
　添加して１００．０ｇとなる水、充分に脱塩したもの
【００２９】
　上記の染色溶液を、必要に応じてアンモニア又はクエン酸を添加することによって所望
のｐＨ値に調整する。
【００３０】
　毛髪染色は、毛髪を染色するのに充分な量の上記染色剤を毛髪上に塗布し、刷毛を用い
て均一に分配することによって行う。４０℃にて３０分間の作用時間の後、この毛髪を生
ぬるい水で洗い流し、シャンプーを用いて洗浄し、生ぬるい水で洗い流し、その後、乾燥
させる。
【００３１】
　この染色結果が以下の表１に要約されている。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
【表２】

【００３４】
染色例１０～１５
　表２に記載される前記式（Ｉ）の化合物　　　　０．６２５ミリモル
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　表２に記載されるカチオン性染料　　　　　　　０．６２５ミリモル
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｇ
　デシルグルコシド　　　　　　　　　　　　　　４．０ｇ
　エチレンジアミノテトラ酢酸‐二ナトリウム塩　０．２ｇ
　添加して１００．０ｇとなる水、充分に脱塩したもの
【００３５】
　上記の染色溶液を、必要に応じてアンモニア又はクエン酸を添加することによって所望
のｐＨ値に調整する。
【００３６】
　毛髪染色は、毛髪を染色するのに充分な量の上記染色剤を毛髪上に塗布し、刷毛を用い
て均一に分配することによって行う。４０℃にて３０分間の作用時間の後、この毛髪を生
ぬるい水で洗い流し、シャンプーを用いて洗浄し、生ぬるい水で洗い流し、その後、乾燥
させる。
　染料の添加量、並びにこの染色結果が以下の表２に要約されている。
【００３７】
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【表３】

【００３８】
染色例１６
　前記式（Ｉ）の染料　　　２．５ミリモル
　エタノール　　　　　　　５．０ｇ
　デシルグルコシド　　　　４．０ｇ
　エチレンジアミノテトラ酢酸‐二ナトリウム塩　０．２ｇ
　添加して１００．０ｇとなる水、充分に脱塩したもの
【００３９】
　上記の染色溶液を、必要に応じてアンモニア又はクエン酸を添加することによって所望
のｐＨ値に調整する。
【００４０】
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　毛髪染色は、毛髪を染色するのに充分な量の上記染色剤を毛髪上に塗布し、刷毛を用い
て均一に分配することによって行う。４０℃にて３０分間の作用時間の後、この毛髪を生
ぬるい水で洗い流し、シャンプーを用いて洗浄し、生ぬるい水で洗い流し、その後、乾燥
させる。
【００４１】
　この染色結果が以下の表３に要約されている。
【００４２】
【表４】

【００４３】
染色例１７
　前記式（Ｉ）の染料　　　２．５ミリモル
　エタノール　　　　　　　５．０ｇ
　テゴベタイン　　　　　　７．５ｇ
　添加して１００．０ｇとなる水、充分に脱塩したもの
【００４４】
　上記の染色溶液を、必要に応じてアンモニアを添加することによって所望のｐＨ値に調
整する。
【００４５】
　毛髪染色は、毛髪を染色するのに充分な量の上記染色剤を毛髪上に塗布し、刷毛を用い
て均一に分配することによって行う。４０℃にて３０分間の作用時間の後、この毛髪を生
ぬるい水で洗い流し、シャンプーを用いて洗浄し、生ぬるい水で洗い流し、その後、乾燥
させる。
【００４６】
　この染色結果が以下の表４に要約されている。
【００４７】

【表５】

【００４８】
染色例１８
　前記式（Ｉ）の染料　　　２．５ミリモル
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　エタノール　　　　　　　５．０ｇ
　ラウリルエーテルスルフェート、水中に２８％　　７．５ｇ
　添加して１００．０ｇとなる水、充分に脱塩したもの
【００４９】
　上記の染色溶液を、必要に応じてアンモニアを添加することによって所望のｐＨ値に調
整する。
【００５０】
　毛髪染色は、毛髪を染色するのに充分な量の上記染色剤を毛髪上に塗布し、刷毛を用い
て均一に分配することによって行う。４０℃にて３０分間の作用時間の後、この毛髪を生
ぬるい水で洗い流し、シャンプーを用いて洗浄し、生ぬるい水で洗い流し、その後、乾燥
させる。
【００５１】
　この染色結果が以下の表５に要約されている。
【００５２】

【表６】

【００５３】
　本願の実施例において示されているＬ＊ａ＊ｂ＊‐色測定値は、ミノルタ社の色測定装
置、タイプクロマメーターＩＩを用いて測定した。この場合において、Ｌ‐値は、明るさ
であり（即ち、Ｌ‐値が小さいほど色濃度が大きくなり）、一方、ａ‐値は、赤成分につ
いての尺度である（即ち、ａ‐値が大きいほど赤成分が大きくなる）。ｂ‐値は、色の青
成分についての尺度であり、この際、青成分が大きいほどｂ‐値は負となる。
【００５４】
　本願明細書中において示されている百分率はいずれも、特に述べられていない限り、重
量パーセントを意味する。
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